
北
斉
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
信
仰

の
台
頭

村

松

賢

子

北斉における盧舎那仏信仰の台頭

は
　
じ
　

め
　

に

　

『大
方
広
佛
華
厳
経
』
を
所
依
の
経
典
と
す
る
華
厳
宗
は
、
中
国
に
於
い
て
杜

順
を
初
祖
と
し
て
成
立
し
、
第
三
祖
で
あ

る
唐
の
賢
首
大
師
法
蔵
に
よ

っ
て
華
厳

教
学
が
大
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
法
蔵
に
よ
る
華
厳
教
学
の
形
成
は
、
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(1
)

天
武
后
の
保
護
に
よ

っ
て
成
し
得
た
も

の
で
あ

っ
た
。
玄
奘
の
法
相
宗
が
唐
の
太

宗
に
よ

っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
則
天
武
后
は
武
周
革
命
の
意
義

を
見

い
だ
す
た
め
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
玄
奘
を
上
回
る
強
力
な
宗
教
思
想
を
必
要

と
し
た
。
こ
の
要
求
に
応
え
、
宗
教
思
想
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、
ま
さ
し

く
法
蔵
の
華
厳
で
あ

っ
た
。
法
蔵
は
こ
れ
ま
で
の
法
相
唯
識
を
第
二
の
大
乗
始
教

と
し
て
位
置
づ
け
る
教
判
を
成
立
さ
せ
た

こ
と
に
よ
り
、
華
厳
宗
は
法
相
宗
よ
り

も
高
度
な
思
想
体
系
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
則
天
武
后
は
武
周
朝
の
保
護
下
に
華

厳
宗
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
優
位
に
立

つ
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
則
天
武
后
の
時
代
に
華
厳
宗
が
信
奉
さ
れ
た
こ
と
は
、
則
天
武
后
が

二
万
貫

の

化
粧
料
を
寄
進
し
て
造
ら
せ
た
と
い
う
龍
門
石
窟

の
奉
先
寺
盧
舎
那
大
仏
の
造
像

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
盧
舎
那
仏
に
対
す
る
信
仰
は
、
国
家
権
力
に

よ

っ
て
支
え
ら
れ
、
こ
こ
に
開
花
し
た
と

い
え
る
。

　
で
は
盧
舎
那
仏
信
仰
は
、
華
厳
宗
が
成
立
す
る
以
前
、
い
か
に
し
て
興

っ
た
も

の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
華
厳
経
の
教
主
で
あ
る
盧
舎
那
仏
は
、
地
論
学
派
の
研

究
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
中
国
に
於
い
て
い
か
に
受
容
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)

　
塚
本
善
隆
氏
は
、
龍
門
石
窟

の
研
究
に
お
い
て
北
魏
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
の
造

像

の
変
化
に
つ
い
て
、
六
世
紀
ま
で
は
釈
迦
仏
と
弥
勒
仏
が
多
数
を
占
め
、
唐
代

に
入
る
七
世
紀
に
は
阿
弥
陀
仏
が
圧
倒
的
多
数
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

こ

れ
は
北
朝
か
ら
隋

・
唐
ま
で
の
信
仰

の
変
遷
が
、　

「印
度

の
悉
達
太
子
が
如
何
に

し
て
佛
に
な

っ
た
か
」
と

い
う
釈
迦
伝
中
心
の
仏
教
、
兜
率
天
を
浄
土
と
す
る
弥

勒
信
仰
か
ら
、
浄
土
教
経
典

の
訳
出
に
よ
り
、　

「支
那

の
我

々
は
如
何
に
し
て
救

わ
れ
る
か
」
と

い
う
中
国
国
昆
の
た
め
の
仏
教
、
極
楽
を
浄
土
と
す
る
阿
弥
陀
信

仰

へ
と
変
遷
し
た
こ
と
を
現
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
雲
崗
に
至

っ
て
は

「皇
帝
即

如
来
」

と
説
か
れ
る

ほ
ど
仏
教
は
強
力
な
専
制
君
主
権
力
の
も
と
で
発
展
を
遂

げ
、
い
わ
ゆ
る

「皇
帝
に
依

っ
て
存
す
る
仏
教
」
か
ら
、　

「皇
帝
を
も
帰
依
す
る

仏
教
」

へ
と
移
り
変
わ

っ
た
と
述
べ
る
。

　
塚
本
氏
の
こ
の
よ
う
な
北
魏
か
ら
唐
に
至
る
造
像
変
化
の
中
に
、
新
た
に
盧
舎

那
仏
の
尊
像
の
存
在
を
見
い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
北
魏
か
ら
唐
に
到
る
中

間
に
位
置
す
る
北
朝
末
期
に
、
地
論
学
派
を
中
心
と
し
て
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
十

地
経
等
の
研
究
と
と
も
に
深
ま

っ
た
で
あ
ろ
う
盧
舎
那
仏
信
仰
の
存
在
を
見
出
せ
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窓史

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
北
朝
末

期
、
特
に
北
斉
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
信
仰
の
台
頭
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

一　

北
斉
に
お
け
る
仏
教
信
仰

　
北
斉
は
、
東
魏
の
後
を
受
け
て
実
際
上
の
創
始
者
で
あ
る
高
歓
か
ら
始
ま
り
、

文
宣
帝

(高
洋
五
五
〇
～
五
五
九
)、
廃
帝

(高
殷
五
五
九
～
五
六
〇
)、
孝
昭
帝

(高
演
五
六
〇
～
五
六

一
)、
武
成
帝

(高
湛
五
六

一
～
五
六
五
)
、
後
主

(
高
緯

五
六
五
～
五
七
七
)、

幼
主

(高
恒
五
七
七
)

か
ら
な
る
六
代
二
十
七
年
の
王
朝

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(3
)

　
高
氏
は
元
来
鮮
卑
出
身
と
考
え
ら
れ

る
氏
族
で
あ
り
、
北
魏
末
以
来
、
鮮
卑

・

匈
奴
等
北
族
出
身
者

の
強
大
な
軍
事
力

を
背
景
に
政
権
を
獲
得
し
、
北
族
出
身
の

武
人
が
国
政
に
参
与
す
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
内
田
吟
風
氏
が
北
斉
は
鮮
卑
の
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(4
)

勢
す
る
国
家
で
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
う

に
、　
『
北
斉
書
』
に
は
、
鮮
卑
の
優
越
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(5
)

漢
族
に
対
す
る
軽
蔑

の
念
を
あ
ら
わ
す
記
載
が
多
く
見
ら
れ
、
北
斉
に
お
い
て
漢

人
を
軽
視
す
る
風
潮
が
強
か

っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
北
斉

の
上
層
部
は
鮮
卑
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(6
)

話
す
な
ど
胡
族
の
風
習
に
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
、
文
化
面
に
お
い
て
も
北
魏
に
ひ

け
を
と
ら
な
い
興
隆
ぶ
り
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

国
内
に
お
い
て
は
、

漢
人
貴

族
、
勲
貴
、
恩
倖
三
つ
巴
の
勢
力
争

い
が
続
け
ら
れ
、

一
概
に
胡
族
優
勢
国
家
と

は
言
い
難
い
状
況
で
あ

っ
た
。

　

『
北
斉
書
』
恩
倖
列
伝

に
あ
る
よ
う
に
、
恩
倖
は
北
斉
末
に
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
国
家

に
打
撃
を
与
え
た
。
恩
倖

の
中
に
は

「刑
残
閹
宦
」　
「蒼
頭
盧
児
」
と

い
っ
た
身
分
の
低
い
者
や
、　
「
西
域
醜
胡
」
　
「亀
茲
雑
伎
」
と
い
っ
た
西
域
人
が

お
り
、
高
い
爵
賞
を
得
て
朝
政
に
関
与

し
た
が
、
彼
ら
へ
の
賜
与
に
よ

っ
て
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(7
)

に
肝
要
な
資
材
が
尽
き
、
国
家
を
短
命

に
促
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
北
斉
時
代
に
お
け
る
勲
貴

・
恩
倖

の
出
現
は
、
六
鎮

の
乱
に
よ

っ
て
鮮
卑
人
が

華
北
に
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北
斉
が
背
負
う
こ
と
に
な

っ
た
社
会
矛
盾
が
集

中
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
東
魏

・
北
斉
政
権
成
立
の
過
程
か
ら
、
生
じ

た
の
で
あ
る
。
北
斉
は
、
軍
事
面
に
お
い
て
は
北
周
や
陳
を
圧
倒
さ
せ
る
ほ
ど
の

実
力
を
擁
し
な
が
ら
、
政
治
面
で
は
高
氏
の
王
室
、
高
氏
と
共
に
覇
業
を
な
し
た

有
力
軍
人
で
あ
る
勲
貴
、
家
柄
を
誇
る
漢
人
貴
族
、
そ
し
て
漢
人
貴
族
に
と

っ
て

政
権
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
異
人
で
あ
る
恩
倖
が
さ
ま
ざ
ま
に
入
り
組
ん
だ
時
代

で
あ

っ
た
。

　
漢
人
貴
族
に
と

っ
て
、
門
閥
は
な
お
魅
力
的
で
あ
り
、
九
品
中
正
の
地
位
の
争

奪
、
門
閥
の
高
下
の
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
、
門
閥
に
あ
げ
ら
れ
な
い
身
分
の
者
た

ち
に
と

っ
て
は
、
門
閥
的
身
分
制
の
打
破
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
代
の
大
き
な
課

題
で
あ

っ
た
。

一
方
で
、
圧
倒
的
な
数
の
鮮
卑
人

・
胡
人
の
流
入
に
よ
る
、
新
興

勢
力
で
あ
る
反
伝
統
的
な
者
た
ち
の
出
現
に
よ

っ
て
、
北
斉
社
会
は
い
わ
ば
国
際

化
社
会

へ
と
変
容
し
、
強
力
な
政
権
こ
そ
う
ち
立
て
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
文
化
面

に
お
い
て
の
び
や
か
で
自
由
な
気
風
が
作
り
出
さ
れ
、
鄰
は
洛
陽
に
か
わ
る
文
化

の
中
心
と
な

っ
た
。
仏
教
も
ま
た
、
北
魏
洛
陽
を
中
心
に
栄
え
た
仏
教
が
東
西
両

魏
の
分
裂
と
と
も
に
鄲
を
中
心
と
す
る
北
斉
の
領
域
に
移
る
と
、
北
魏
洛
陽
の
仏

教
に
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
繁
栄
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
北
斉
の
社
会
状
況
の
な
か
、
帝
室
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
い
か
な

る
も
の
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
北
斉
時
代
の
仏
教
の
様
子
は
、　
『
続
高
僧
伝
』
巻

十
靖
嵩
伝
に
よ
る
と
、
北
斉
の
都
で
あ
る
鄰
は
、
す
で
に
四
千
の
寺
、
八
万
の
僧

尼
を
も

つ
仏
教
都
市
で
あ
り
、

二
百
有
余
の
講
席
が
競
い
あ
う
よ
う
に
し
て
開
か

れ
、
常
聴

の
も

の
が

一
万
を
超
え
る
と
い
う
仏
教
布
教
の
盛
期
で
あ

っ
た
。
魏
書

の
編
纂
に
あ
た

っ
て
は
、
資
料
提
供
を
上
は
王
公
文
武
大
小
、
下
は
民
庶
、
そ
し
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北斉における盧舎那仏信仰の台頭

　
　
　
　
　
　
　
　
(8
)

て
僧
徒
に
求
め
て
お
り
、
僧
徒
集
団
の
社
会
影
響
の
大
き
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た

『北
斉
書
』
な
ど
に
よ

っ
て
、
帝
室
に
お
い
て
五
戒
の
中
の
殺
生
禁
断

が
実
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
帝
室
に
関
係
の
深
か

っ
た
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

e
　
法
上

(
四
九
五
ー
五
八
〇
)

　
北
斉
に
お
い
て
、
仏
教
教
団
の
機
能

基
盤
で
あ
る
僧
官
制
度

は
、　
『隋
書
』
巻

二
十
七
百
官
志
に
よ
る
と
、
仏
教
教
団
を
管
理
す
る
中
央
の
役
所
で
あ
る
昭
玄
寺

に
大
統

一
人
、
統

一
人
、
都
維
那
三
人
を
お
い
て
、
功
曹

・
主
簿
員
を
置
き
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9
)

っ
て
諸
州
、

郡
、

県

の
沙
門
曹
を
管
轄
す
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
　
『続
高

僧
伝
』
法
上
伝
に
は
、

文
宣
帝
の
天
保
年
間
に
昭
玄
十
統
が
置
か
れ
、

そ
の
最

高
官
で
あ
る
昭
玄
大
統
に
は
法
上
を
任
命
し
、

他
の
九
人
を
通
統
と

し
た
と
あ

る
。

　
法
上
は
文
宣
帝
の
待
遇
が
仏
に
仕
え
る
よ
う
で
あ

っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
帝
か

ら
厚
い
信
頼
を
う
け
た
人
物
で
あ

っ
た
。
魏

・
斉

の
二
代
に
わ
た

っ
て
統
師
と
な

り
、
北
斉
に
至

っ
て
は
二
百
万
人
に
も

の
ぼ
る
僧
尼
を
統
括
す
る
昭
玄
署
を
任
さ

れ
て
い
た
。
教
義
研
究
に
お
い
て
は
、

は
じ
め

『法
華
経
』
を
研
究
し
た
が
、
の

ち
に

『華
厳
経
』
よ
り
派
生
し
た

『十
地
経
論
』
を
論
じ
て
世
に
そ
の
教
義
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10
)

響
を
あ
た
え
、
北
周
の
大
象
二
年

(
五
七
九
)
に
八
十
六
歳
で
卒
し
て
い
る
。

　
地
論
学
派
は

『
十
地
経
論
』

を
も
と
に
研
究
さ
れ
る
学
派
で
あ
る
。　
『
華
厳

経
』
が
東
晋
末
に
仏
陀
跋
陀
羅

(
三
五
九
i
四
二
九
)
に
よ

っ
て
六
十
巻
に
訳
出

さ
れ
る
と
、
五
〇
八
年
に
北
魏
洛
陽
に
て
こ
の
経
典
の

一
章
で
あ
る

「十
地
品
」

が
注
解
さ
れ

『十
地
経
論
』
が
訳
出
さ
れ
た
。
以
来
、
こ
の
論
を
研
究
す
る
地
論

学
派
が
東
魏

・
北
斉
に
お
い
て
盛
ん
で
あ

っ
た
。
地
論
学
派
は
、
菩
提
流
支
の
翻

訳
を
も
と
に
し
て
道
寵
を
中
心
に
研
究
を
行

っ
た
北
道
派
と
、
勒
摩
那
提

(ー
五

〇
八
)
の
翻
訳
を
も
と
に
し
て
慧
光

(
四
六
八
-
五
三
七
)
を
中
心
に
研
究
を
行

っ
た
南
道
派
に
分
か
れ
、
互
い
に
華
厳
経
の
教
義
研
究
を
深
め
て
い
く
に
至

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⇔
　
僧
稠

(
四
八
〇
1
五
六
〇
)

　
も
う

一
人
の
人
物
と
し
て
、
北
斉
帝
室
に
お
い
て
帝
室
に
よ

っ
て
厚

い
帰
依
を

受
け
て
い
た
僧
稠
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
文
宣
帝
は
、
天
保

二
年
に
詔
を
出
し
て
、
河
北
省

の
常
山
で
修
禅
を
行

っ
て
い

た
名
僧
で
あ
る
僧
稠
を
わ
ざ
わ
ざ
鄰
に
呼
び
寄
せ
、
そ
の
禅
道
を
受
け
た
。
僧
稠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11
)

の
影
響
に
よ
り
、
文
宣
帝
は
、
晩
年
は
禅
居
深
観
す
る
よ
う
に
な
る
。
僧
稠
に
対

す
る
厚
い
帰
依
の
態
度
は
、
文
宣
帝
の
死
後
も
帝
室
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
た
。

廃
帝
の
時
、
僧
稠
が
八
十

一
歳
で
卒
す
る
と
、
襄
楽
王
高
顕
国
を
遣
わ
せ
て
施
物

五
百
段
千
僧
を
、
僧
稠
の
守

っ
て
い
た
雲
門
寺
に
送
ら
せ
て
弔
問
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
孝
昭
帝
は
僧
稠
の
た
め
に
塔
を
建
て
、
こ
の
時
代
に
及
ん
で
も
な
お
、
文
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12
)

帝
時
代
の
仏
教
、
僧
稠
の
威
徳
と
い
う
も
の
を
讃
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
帝
室
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
僧
稠
は
晩
年
の
約

十
年
を
、
北
斉
帝
室
の
手
厚
い
帰
依
に
よ
り
、
鄰
城
の
西
南
八
十
里
の
地
に
位
置

す
る
龍
山
の
陽
に
建
て
ら
れ
た
雲
門
寺
を
中
心
に
国
師
と
し
て
活
躍
し
た
。
僧
稠

が
帝
室
に
も
た
ら
し
た
教
義
は

『
涅
槃
経
』
聖
行
品
に
あ
る
四
念
処
の
法
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
禅
定
修
行
を
第

一
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。

　
鄰
の
仏
教
は
、

一
部
に
お
い
て
は
苦
行
で
あ
る
山
林
の
禅
定
修
行
を
避
け
て
、

都
市
伽
藍
の
講
席
に
名
声
を
競
う
傾
向
が
あ
り
、
禅
定
の
実
践
業
が
軽
視
さ
れ
、

あ
る
い
は
重
要
で
あ
る
と
わ
か

っ
て
い
て
も
実
行
さ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
に
講
席
の

15



窓史

盛
大
さ
を
競

い
貴
族
官
界
に
栄
達
を
求

め
て
、
都
市
に
集
中
す
る
と
い

っ
た
現
状

が
あ

っ
た
。
し
か
し
帝
の
仏
寺
排
除

の
案
に
対
し
て
、
僧
稠
は
、
諸
法
師
が
講
席

を
つ
と
め
る
の
は
人
々
を
開
導
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
案
を
取
り
消
し
て
い

る
。
僧
稠
が
禅
観
を
第

一
と
す
る
習
禅

者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
下
講
席

の
重
要

性
を
う

っ
た
え
た
と
こ
ろ
に
は
、
大
統

で
あ
る
法
上

一
派

の
地
論
学
派

の
存
在
が

あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
僧
稠
が
晩
年
に
文
宣
帝
に
よ

っ
て
造
営
を
任
さ
れ
た

小
南
海
石
窟
に
お
い
て

も
、
僧
稠
の
禅
法
と

『
華
厳
経
』
と
の
か
か
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
小
南
海
石
窟
は
河
南
省
安
陽
善
應
村

に
あ
り
、
天
保
元
年

(
五
六
〇
)
に
造
営

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
窟
は
東
窟

・
中
窟

・
西
窟
の
三
窟
か
ら
な
る
。
中
窟
龕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(13
)

上
の
造
営
に
関
す
る
題
記
に
よ
る
と
、
天
保
元
年

(
五
五
〇
)
に
霊
山
寺
の
僧
、

方
法
師
と
故
雲
陽
公
子
林
ら
に
よ

っ
て
造
営
が
始
ま
り
、
天
保
六
年
に
僧
稠
禅
師

に
よ

っ
て
さ
ら
に
整
備
が
行
わ
れ
、
乾
明
元
年

(
五
六
〇
)
に
雲
門
帝
寺
に
お
い

て
禅
師
が
遷
化
し
た
後
、
経
文
を
刊
刻

し
た
こ
と
が
わ
か
る

(資
料

一
)。

　
題
記
に
続

い
て
窟
門
に
あ
る
石
刻
文

に
は

「華
厳
経
」
偈
讃
、
「大
般
涅
槃
経
」

聖
行
品

(
四
念
処
の
部
分
)
、
「大
般
涅
槃
経
」
梵
行
品
偈
讃
が
順
に
書
き

つ
づ
ら

れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
四
段
に
わ
た

っ
て
刻
さ
れ
た

『
華
厳
経
』
偈

讃

の
部
分
で
あ
る
。

　

定
光
如
来
明
普
照
　
諸
吉
祥
中
最
無
上
　
彼
佛
曾
来
入
此
処
　
是
故
此
地
最
吉

祥　
　

(
定

(錠
)
光
如
来
は
明
ら
か
に
普
く
照
ら
し
、
諸
の
吉
祥
の
中
に
て
最
も

　
　

無
上
な
り
。　

彼

の
佛
曾

つ
来
た
り
て
此
の
処
に
入
り
た
ま
い
き
、
是
の
故

　
　

に
此
の
智
は
最
も
吉
祥
な
り
。
ー

「佛
昇
須
弥
頂
品
」
)

　
　
十
方
国
土
勝
妙
華
　
無
價
寶
珠
殊
異
香
　
皆
悉
自
然
従
手
出
　
供
養
道
樹
諸

　
　
最
勝

　
　

(
十
方

の
国
土
の
勝
妙
な
る
華
と
、
無
價

の
寶
珠
、
殊
異

の
香
と
は
、
皆
悉

　
　
く
自
然
に
手
よ
り

出
で
て
、

道
樹
の
諸

の
最
勝
を
供
養
し
た
て

ま
つ
る
。

　
　
1

「浄
行
品
」
)

　
　

一
切
十
方
諸
伎
楽
　
無
量
和
雅
妙
音
聲
　
及
以
種
種
衆
妙
偈
　
讃
歎
諸
佛
實

　
　
功
徳

　
　

(
一
切
十
方

の
諸

の
伎
楽
、
無
量
な
る
和
雅

の
妙
音
聲
　
及
び
種
種
衆
の
妙

　
　
偈
を
以
て
、
諸
佛

の
實

の
功
徳
を
讃
歎
す
　
ー
ー

「浄
行
品
」
)

　
　
盧
舎
那
仏
恵
無
碍
　
諸
吉
祥
中
最
無
上
　
彼
佛
曾
来
入
此
室
　
是
故
此
地
最

　
　
吉
祥

　
　

(盧
舎
那
仏
の
恵
み
は
無
碍
に
し
て
、
諸

の
吉
祥

の
中
に
て
最
も
無
上
な
り

　
　
　
彼
の
佛
曾

つ
来
た
り
て
此

の
処
に
入
り
た
ま
い
き
、
是

の
故
に
此

の
智
は

　
　
最
も
吉
祥
な
り
。
-1
1
該
当
無
し
)

三
段
目
ま
で
の
偈
讃
は
、　
『
華
厳
経
』　
「佛
昇
須
弥
頂
品
」、　

「浄
行
品
」

の
な

か
に
見
出
せ
る
の
に
対
し
、
四
段
目
の
盧
舎
那
仏
以
降

の
句
は
も
と
も
と
経
文
中

に
無
い
句
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
華
厳
経
』
に
お
い
て
、
盧
舎
那
仏
を
華
厳
教
主
と
す
る
世
界
観
は
、
経
典

の
随

所
に
、
微
塵
の
中
に
無
限
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た

一
即

一
切
の
思
想
が
展

開
さ
れ
、
ま
た
、

一
切
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
普
く
仏
の
大
悲
に

よ

っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
、
仏
が
衆
生
に
代
わ

っ
て

一
切
の
苦
を
受
け
る
こ
と
が
説

　
　
(14
)

か
れ
る
。

　
顔
娟
英
氏
は
、
小
南
海
石
窟

の
華
厳
経
偈
讃
の
最
後
の
部
分
を
、
僧
稠
が
意
図

し
て
付
け
加
え
た
句
で
あ
る
と
し
て
、
僧
稠
の
禅
法
を

『
華
厳
経
』
の
教
義
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(15
)

か
に
関
連
を
も
た
せ
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
小
南
海
石
窟
の
造
営
管
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北斉における盧舎那仏信仰の台頭

理
が
僧
稠
に
任
さ
れ
、
僧
稠

の
深
い
関
与
の
も
と
に
造
窟
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
窟
門
の
石
刻
文
は
少
な
く
と
も

彼

の
認
識
下
に
お
い
て
刻

さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
顔
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
僧
稠

の
四
念
処
の
禅
法
と
同
時
に

『華
厳
経
』

の
教
義
を
重
視
し
て
、
盧
舎
那
仏
と
い
う
対
象
を
心
に
深
く
観
想
す
る

(盧
舎
那

仏
浄
土
の
観
想
)
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
北
斉
帝
室
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
、
法
上
を
中
枢
に
置
い
た
体
制
の
も
と
、
殺

生
禁
断
を
実
行
し
、
帝
は
僧
稠

の
禅
法

に
影
響
を
う
け
て
、
禅
居
深
観
を
第

一
の

修
行
と
す
る
仏
教
を
信
奉
し
た
。

一
方
、
都
下
の
寺
院
に
お
い
て
は
、
法
上

一
派

の
地
論
学
派
を
は
じ
め
と
し
た
仏
教
教

義
を
研
究
し
、
そ
の
布
教
の
た
め
に
講
席

を
も
う
け
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
。
法
上
の
地
論
を
中
心
と
し
た
学
派

と
、
僧
稠

の
四
念
処
の
法
を
第

一
義
と
す
る
禅
法
は
、
互
い
の
教
義
を
吸
収
し
合

う
か
た
ち
で
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　
造
像
に
見
る
盧
舎
那
仏
信
仰
の
台
頭

O
　
青
州
龍
興
寺
の
盧
舎
那
仏
像

　

北
斉
に
お
い
て
、
鄰
都
を
中
心
に
山
東
省
、
山
西
省
、
河
南
省
、
河
北
省
に
わ

た
る
広
域
に
は
多
く
の
仏
教
造
像
や
仏
教
石
窟
の
造
営
、
摩
崖
刻
経
が
な
さ
れ
て

い
た
。
近
年
山
東
省
青
州
市
龍
興
寺
跡

か
ら
北
斉
時
代
の
仏
教
造
像
も
数
多
く
発

掘
さ
れ
、
な
か
で
も
盧
舎
那
法
界
人
中
像
は
こ
の
時
代
の
仏
教
信
仰
を
特
徴
づ
け

る
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
盧
舎
那
法
界
人
中
像
は
仏
教
造
像
の
中
で
も
大
変
特
殊
な
題
材
で
あ
る
。
盧
舎

那
法
界
中
像
は
現
存
す
る
も
の
が
大
変

少
な
く
、
た
だ
新
彊
ウ
イ
グ
ル
地
区
の
石

窟
壁
画
と
出
土
木
版
画
の
中
の
数
像
、
敦
煌
莫
高
窟

の
絹
画
数
件
、
中
原
地
区
石

彫
作
品
と
金
銅
像
に
数
件
あ
る
の
み
で
、
そ
の
総
数
は
二
〇
件
を
過
ぎ
な
い
。
し

か
し
近
年

(
一
九
九
六
年
)
青
州
で
発
見
さ
れ
た
盧
舎
那
法
界
人
中
像
は

一
〇
件

に
達
し
た
。
さ
ら
に
青
州
地
区
の
盧
舎
那
法
界
人
申
像
は
、
形
式
上
に
お
い
て
は

彫
刻
で
作
り
上
げ
た
造
像
の
上
に
絵
画
を
施
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種

の
手
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(61
)

他
の
地
区
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

　
北
斉
時
代
、
龍
興
寺
は
そ
の
前
身
で
あ
る
南
陽
寺
と
称
し
て
い
た
。
南
陽
寺
の

あ

っ
た
青
州
は
、
山
東
地
域
が
魏
の
勢
力
下
に
入

っ
て
か
ら
要
衝
の
地
と
な
り
、

東
魏
時
代
に
は
覇
者
、
王
者
と
な
る
根
拠
地
と
称
さ
れ
、
北
周
と
北
斉
の
戦
乱
の

時
代
に
は
青
州
の
地
は
北
斉
に
属
し
て
い
た
。
北
斉
の
造
像
は
他
の
時
代
と
比
べ

て
表
情

・
衣
服
な
ど
そ
の
形
状
は
独
特
で
あ
り
、
そ
こ
に
独
自
の
文
化
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
青
州
盧
舎
那
法
界
人
中
像
の
内
容
構
造
は
、
仏
の
袈
裟
に
縦
横
の
界
格
区
分
を

し
て
、

仏
陀
の
説
法
、

菩
薩
衆

の
聞
法
、

飛
天
と
胡
人
の
す
が
た
、

並
び
に
地

獄

・
餓
鬼
等
の
六
道
場
面
を
描
写
し
て
い
る

(資
料
二
)
。
『
華
厳
経
』
に

「無
尽

平
等
妙
法
界
、
悉
皆
充
満
如
来
身
」
と
あ
る
よ
う
に
、
盧
舎
那
仏
は
華
厳
経
の
遵

奉
す
る
と
こ
ろ
の
仏
陀
で
あ
り
、
既
に
法
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
具
え
持

つ
存

在
で
あ
る
。
盧
舎
那
像
の
な
か
に
法
界
の
教
義
を
描
き
出
す
と
い

っ
た
特
殊
な
造

像
が
北
斉
に
於
い
て
出
現
し
た
こ
と
は
、
普
く
衆
生
を
照
ら
し
出
し
救
済
す
る
華

厳
教
主

へ
の
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

⇔
　
敦
煌
、
西
域
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(17
)

　
最
後
に
盧
舎
那
仏
像
が
早
い
時
期
に
出
現
す
る
、
敦
煌
莫
高
窟
を
中
心
と
し
た

西
域
地
方
に
見
ら
れ
る
盧
舎
那
仏
像
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
敦
煌
莫
高
窟
の
北
朝
石
窟
は
、
敦
煌
研
究
院
の
考
古
調
査
に
よ
り
四
期
に
分
類

ユ7



窓史

　
　
(81
)

さ
れ
る
。
第

一
期
は
主
に
北
涼
時
代
に
造
営
さ
れ
た
石
窟
で
あ
り
、
弥
勒
仏
の
単

独
像
を
本
尊
と
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
第

二
期
は
北
魏

の
石
窟
で
あ
る
。
こ

の
時
代
に
は
尊
像
は
脇
侍
菩
薩
と
組
合
わ
さ
れ
、
窟
内
に
中
心
柱
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
第
三
期
は
北
魏

・
西
魏

の
石
窟
で
あ
る
。
窟
室
の
前
方
が
切
妻
造

り
の
形
式
を
と
る
。
第
四
期
は
北
周
か
ら
隋
初
ま
で

(
五
五
七
年
～
五
八
九
年
)

の
石
窟
で
あ
る
。
龕
内
に
は
尊
像
の
両
脇

に
阿
難
と
迦
葉
が
出
現
し
、
窟
内
に
現

れ
る
題
材
も
多
様
化
し
て
い
く
。

　
北
朝
末
期
に
当
た
る
北
朝
第
四
期
に
分
類
さ
れ
る
北
周
時
代
の
石
窟
に
は
、
数

多
く
の
新
出
題
材
が
現
れ
る
。
な
か
で
も
北
朝
末
の
特
徴
を
顕
著
に
現
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
第
四
二
八
窟
に
は
、
北
朝
末
期
に
新
し
く
出
現
し
た
題
材
の
大
部

分
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
薪
出

の
題
材
と
は
、
ス
ダ
ナ
太
子
本
生
、
涅
槃

図
、
五
分
法
身
塔
、
盧
舎
那
法
界
人
中
像
図
、
独
角
仙
人
本
生
、
梵
志
摘
花
墜
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19
)

因
縁
等
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
じ
め
て

「
盧
舎
那
法
界
人
中
像
図
」
と
呼
ば
れ
る
新

出
の
盧
舎
那
仏

の
図
像
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20
)

　
第
四
二
八
窟
に
つ
い
て
は
、
施
萍
蟀
氏

・
賀
世
哲
氏
に
よ
る
研
究
に
よ

っ
て
内

容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
窟

は
六
九
九
人
の
僧
尼
を
含
め
た

一
一
九
八

人
に
及
ぶ
供
養
人
に
よ

っ
て
造
営
さ
れ

た
北
朝
期
最
大
の
窟
で
、
題
材
が
豊
富
で

あ
る
た
め
に
窟
全
体

の
主
題
を
確
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
禅
観
、

観
佛
と
い
う
テ
ー

マ
が
重
要
な
石
窟
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
釈
迦
の
生
涯
、
釈
迦

滅
後

の
釈
迦
思
想

の
永
存
を
強
く
現
し
た
窟
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
敦
煌
莫
高
窟

の
壁
画
に
は
、
単
体
で
描
か
れ
る
盧
舎
那
仏
が
北
魏
か
ら
中
唐
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(21
)

か
け
て
九
体
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
お
い
て
報
恩
経
の
変
相

図
の
中
に
現
れ
る
盧
舎
那
仏
が
四
体
、

盛
唐
か
ら
元
に
至
る
ま
で
に
描
か
れ
た
華

厳
経
変
相
図
は
二
九
鋪
、
五
代
か
ら
宋
代
に
お
い
て
描
か
れ
た
梵
網
経
変
相
図
は

二
鋪
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
四
二
八
窟

の
よ
う
な
盧
舎
那
法
界
人
中
像
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22
)

は
敦
煌

に
於
い
て

一
四
箇
所
確
認
さ
れ
て
い
る

(資
料
三
)。

　
盧
舎
那
法
界
人
中
像
図
と
は
、
尊
像
の
身
体
の
各
部
分
に
須
弥
山
や
六
道
世
界

が
描
か
れ
た
特
殊
な
図
像
で
あ
り
、

一
九
三
七
年
に
松
本
栄

一
氏
は
第
四
二
八
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23
)

の
造
像
を
は
じ
め
て

「華
厳
教
主
盧
舎
那
仏
図
し
で
あ
る
と
し
た
。
第
四
二
八
窟

の
盧
舎
那
仏
の
体
内
中
央
に
は
須
弥
山
が
描
か
れ
、

山
頂
に
は
中
国
風

の
宮
殿

(仞
利
天
宮
)
が
あ
り
、
中
に
は

一
人
の
人
物
が
座
る
。
山
の
全
面
に
は
両
手
に

臼
月
を
持

っ
た
阿
修
羅
が
立
ち
、
膝
部
分
に
は
山
々
、
多
数
の
家
屋
の
中
に
人
が

暮
ら
す
様
子

(人
間
)
牛
や
馬
、
鹿
な
ど
の
動
物

(
畜
生
)
が
見
え
、
全
体
を
通

し
て
華
厳
世
界
の
法
界
縁
起
が
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
松
本
氏
は
同
時
に
ク

チ
ャ
、　
シ
ョ
ル
チ

ュ
ク
、

ホ
ー
タ
ン
に
見
ら
れ
る
同
様

の
仏
像
を
盧
舎
那
仏
と

し
、
い
ず
れ
も
華
厳
経
の
説
く
世
界
海
観
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
如
来
像
で
あ

り
、
図
像
の
源
流
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
北
道
の
影
響
で
あ
る
と
し
た

(資
料
四
)
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(24
)

　
こ
れ
に
対
し
、
李
玉
眠
氏
は
中
原
地
域
の
北
斉
時
代
の
造
像
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

南
道
の
于
闡
の
造
像
、
北
道
の
キ
ジ
ル
石
窟
三
方
面
の
盧
舎
那
造
像
図
と
第
四
二

八
窟

の
盧
舎
那
仏
と
を
比
較
検
討
し
、
第
四
二
八
窟
の
盧
舎
那
仏
は
須
弥
山
が
中

心
に
描
か
れ
、
六
道
世
界
が
描
か
れ
、
中
原
の
北
斉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
造
像
と

図
案

の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
原
系
統
の
法
界
人
中
像
の
影
響
を
受
け

て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
(25
)

　
ま
た
頼
鵬
擧
氏
は
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
中
央
ア
ジ
ア
天
山
南
麓
地
区

に
分
布
す
る
盧
舎
那
造
像
を
分
析
し
、
盧
舎
那
仏
の
出
現
が
華
厳
義
学
の
十
住
経

「法
雲
地
」

の
流
行
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
北
伝
華
厳
思
想
の
あ
ら
わ
れ
る

最
も
早
期

の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
中
原

・
敦
煌

・
ク
チ
ャ

・
ホ
ー
タ
ン

・
于
闖
ま
で
広
域
に
分
布
す
る
盧
舎
那
仏

18



北斉Y`　ける盧舎那仏信仰の台頭

の
造
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ

っ
て
そ
の
特
徴
は
異
な
る
が
、
李
玉
瑕
氏
が

う
ち
立
て
る
よ
う
に
、
鄰
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
中
原
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
信
仰

は
、
当
時
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
周
辺

地
域
に
与
え
、
多
く
の
盧
舎
那
仏
の
造

像
と
多
様
な
図
案
を
生
み
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
　

わ
　

り
　

に

　
以
上
、

北
斉
時
代
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
信
仰
の
台
頭
と
い
う

可
能
性
に
注
目

し
、
北
斉

の
歴
史
、
仏
教
、
造
像
の
方
面

か
ら
の
考
察
を
試
み
た
。
塚
本
善
隆
氏

ら
の
先
学
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
中
国
仏
教
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
、

こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
が
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
盧
舎
那
仏
の
存
在
を
い
ま
い
ち
ど
確

認
し
た
い
。

　
北
斉
は
、
時
は
中
国
の
中
世
、
南
北
朝
時
代
に
あ

っ
て
、
わ
ず
か
二
十
七
年
で

六
代
が
入
れ
替
わ
り
即
位
す
る
と
い
う
、

め
ま
ぐ
る
し
い
王
朝
で
あ

っ
た
。
鄰
の

都
に
は
覇
業
を
な
し
た
北
族
や
、
家
柄
を
誇
る
漢
人
貴
族
、
西
域
か
ら
の
胡
人
、

江
南
か
ら
逃
れ
移
り
住
ん
だ
漢
人
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
氏
族
が
入
り
乱
れ
た
、
ま

さ
に
氏
族
の
る

つ
ぼ
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
仏
教
は
い
か
な
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
皇
帝
が

や
が
て
必
ず
出
現
す
る
弥
勒
仏
に
重
ね

合
わ
さ
れ
、
当
今

の
如
来
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
北
魏
時
代
に
対
し
、
北
斉
時

代
は
北
周
武
帝

の
廃
仏
や
続
く
隋
唐
時
代

の
仏
教
革
新
の
前
に
当
た
り
、
い
か
な

る
氏
族
、
い
か
な
る
境
遇
を
も
照
ら
し
出
す
世
界
観
を
も

っ
た
、
弥
勒
を
超
え
た

理
念
が
必
要
で
あ

っ
た
。
ま
さ
に
華
厳
教
主
で
あ
る
盧
舎
那
仏
は
そ
の
役
目
を
果

た
し
得
る
も
の
と
考
え
る
。

　
鄰
の
都
で
さ
か
ん
に
研
究
さ
れ
た
地
論
学
派
の
教
義
は
河
北

へ
と
延
び
、
ま
た

西
域

へ
と
波
紋
を
投
げ
か
け
、
や
が
て
唐

に
至

っ
て
華
厳
宗
が
大
成
さ
れ
た
。
盧

舎
那
仏
信
仰
の
台
頭
と
い
う
問
題
は
、
わ
ず
か
な
変
化
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
唐

代
以
降
の
宗
派
の
成
立
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
礎
で
あ
る
と

考
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(武
蔵
野
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

註(
1
)　
鎌

田
茂
雄

「華
厳

思
想

の
形
成
と
展
開
」　
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
　
(
東
京

　
　
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九

六
五
)

(
2
)　
塚
本
善
隆

「龍

門
石
窟

に
現
れ
た

る
北
魏
仏
教
」
『
支
那
仏
教
史
研
究
　
北
魏
篇
』

　
　

(
弘
文
堂

、

一
九
四

二
)

(
3
)
　
浜

口
重
国

「高
斎
出
自
考
」　

(
『
史
学
雑
誌
』
等

四
九
編
八
号
)

(
4
)

内

田
吟
風

『
匈
奴
史
研
究
』

(
創
元
社
、

一
九

五
三
)

(
5
)
　
鮮
卑
を
軽
蔑
す
る
よ
う

な
事
項
は
以

下
の
例

の
ご
と
く

で
あ
る
。

　
　
　

『
北
斉
書
』
巻
九
、
文
宣
李
后

伝

「
及
帝
将
建
中
宮
、
高

隆
之

、
高
徳
正
言
漢
婦

　
　
人
不
可
為
天
下
母

、
宣
便
擇
美
配
。
」

(帝
が
中
宮
を
建

て
る
時
、
平
原
王
高
隆
之

、

　
　
侍
中
高
徳
正
が

「漢
族

の
婦
人
を
天
下
の
母

(
皇
后
)
に
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
改

　
　
め

て
ふ
さ
わ
し
い
方
を
選
ん
で
く

だ
さ

い
。
」
と
言

っ
た
。)

　
　
　

『
北
斉
書
』

巻

五
、
廃
帝
紀

「文
宣
海
言
太
子
得
漢

家
性
質
、

不
似
我

、

欲
廃

　
　
之
、
立
太
子
原
王
。
」
(
廃
帝

殷
は
、
天
保
元
年
皇
太
子
と
な

っ
た
が
、
文
宣
帝

は
常

　
　

に
言

っ
て
い
た
。
太
子
に
は
漢
族

の
性
質
が
あ
る
。
私

に
は
似
て

い
な

い
と
。
そ
し

　
　
て
、
太

子
を
廃
そ
う
と
し
た
。)

　
　
　

『
北
斉
書
』
巻
五
十
、
恩
倖

・
韓
鳳
伝

「
鳳
於
権
要
之
中
、
尤
嫉
人

士
、
崔
李
舒

　
　
等
免

酷
、
皆
鳳
所
為
。
毎
朝
士
諮
事
、
莫

敢
仰
視

、
動
到
呵
叱
、
輒
詈

云

「
狗
漢
大

　
　
不
可
耐

、
唯
須
殺
却
。
」
若
見
武
識
、
雖
厮
養
未

品
亦
下
之
。し
　
(
韓
鳳

は
権
力

の
中

　
　
枢

に
い
て
も
、
な
お
他
人
を
嫉
妬
し
た
。
役
人

で
鳳

の
顔
を
仰
ぎ
見

よ
う
と
す
る
者

　
　
は

い
な
か

っ
た
。

動
く
と

大
声

で
叱
り
、　

「
犬
の
よ
う
な

漢
族

に
は

耐
え
ら
れ
な

　
　
い
。
皆
殺
し

に
し
な
け
れ
ば
」
と

の
の
し

っ
た
。
武
人

(
胡
族

)
で
あ
れ
ば
、
卑
し

　
　
い
小
者

で
あ

っ
て
も

目
を
か
け
た
。
)

(
6
)
　

『
北
斉
書
』
巻

二
十

一
、

高
乾
伝

「干
時
、

鮮
卑
共
輕
中
華
朝
土
、

唯
憚
服
於

　
　
昂

、
高
祖

毎
申
令

三
軍

、
常
鮮
卑
語

、
昂
若
在
列
、
則
為
華
言
。
」

　
　
　

『
顔
氏
家
訓
』
教
子
篇

二

「
斎
朝
有

一
士
大
夫
、
嘗
謂
吾
日

「我
有

一
児
、
年
已
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窓史

　
　
十
七
、
頗

暁
書
疏
、
教

其
鮮
卑
語
及
弾
琵
琶
、
稍
欲
通
解
、
以
此
伏
事
公
郷
、
無

不

　
　
寵
愛
、
亦
要
事
也
。
L
吾
時
俛
而
不
答
。
」

(
7
)　

『
北
斉
書
』

巻

五
十
、

恩
倖
伝

「
甚
哉
斉
末
之
嬖
倖
也
。

蓋
書

契
以
降
末
之
有

　
　
焉
。
心
利
錐

刀
、
居
台
鼎
之
任

、

智
昏
菽
、

當
機
衡
之
重
。

刑
殘
閹
宦

、

蒼
頭
盧

　
　
兒
、
西
域
醜
胡

、
霾
茲
雑
伎
、
封

王
者
接
武
、
開
府
者
比
肩
。
非
直
獨
守
弄
臣

、
且

　
　
復
多
子
朝

政
。
賜
予
之
費
、
努
蔵
以
虚

、
杼
軸
之
資
、
剥
掠
将
盡
。
縦
龜
鼎
之
祚

、

　
　
卜
世
霊
長
、
属

此
淫
昏

、
無
不
亡
之
理
、
斎
運
短
促
、
固
其
宣
哉
。
」

(
8
)
　

『
北
斉
書
』
巻

四
、
文
宣
帝
紀

「庚
寅

、
詔

日
、　

「
朕
以
虚
募
、
嗣
弘
王
業

、
思

　
　
所
以
賛
揚
盛
績
、
播
之
萬
古
。
雖
史
官
執
筆

、
有
聞
無
墜
、
猶
恐
諸
言
遺
美
、
時
或

　
　
未
書
。
在
位
王
公
文
武
大
小
、
降
及
民
庶

、
爰
至
僧
徒
、
或
親
奉
音
旨
、
或
承
傳
傍

　
　
説

、
凡

可
載
之
文
籍

、
悉

宜
條
録
封
上
。
」

(
9
)　

『
隋
書
』
巻

二
十
七
、

百
官
志

「
昭
玄
寺
、

掌
諸
仏
教
。

置
大
統

一
人
。

統

一

　
　
人
。
都
維
那

三
人
。
亦
置
功
曹
、
主
簿
員
、
以
官
諸
州
郡
縣
沙
門
曹
。
し

(
10
)
　

『
続
高
僧
伝
』
巻
八
、
法
上
佞

(
11
)
　

『北

斉
書
』
巻

四
、
文

宣
帝
紀

「
(
天
保
十
年

二
月
)
帝
於
甘
露
寺

、
禅
居
深
観
。

　
　
唯
軍
国
大
政
奏
聞
。
」

(
12
)
　

『
続
高
僧
伝
』
巻
十

六
、
僧
稠

伝

(
13
)　

大
齋
天
保

元
年
、
霊
山
寺
僧
方
法
師
、
故
雲

陽
公
子
林
等
、
率
諸
邑
人
、
刊
此
巌

　
　
窟
髣
像
真
容
。
至

六
年
中
、
国
師
大
徳
稠
禅
師
、
重
瑩
修
成
、
相
好

斯
備
。
方
欲
刊

　
　
記
金
言
、

光
流
末
季
、

但
運
感
将
移
、

曁
乾
明
元
年
歳
次
庚
辰
、

於
雲
門
帝
寺
、

　
　
奄
従
遷
化

。
衆
等
仰
惟
先
師
、
依

准
観
法
、
遂
鏤
石
班
経

、
伝
之
不
朽
。

　
　
　
顔
娟
英

「
北
齋
觀

的

圖
像
考
ー
従
小
南

海
石
窟
到
響
堂
山
石
窟
ー
」
　
(
『
東
方
学

　
　
報
』
第
七
十
冊
、

一
九
九
八
)

　
　
　
稲
本
泰
生

「小
南
海
中
窟
と
僧
稠
禅
師
ー
北
斉
石
窟
研
究
序
説
ー
」
(『
中
国
仏
教

　
　
思
想
史
』
荒
牧
典
俊
)

　
　
　
曾
布
川
寛

「響
堂

山
石
窟
考
」
　
(
『
東
方
学
報
』
第
六
十
二
冊
、

一
九
九
〇
)

(
14
)　

『
華
厳
経
』
　
「
十
地
品
」
　
(
大

正
蔵
巻
九

や
O
α
鵡
帥
O
卜。
)
「
一
切
世
界
皆
悉
嚴
淨
。

　
　
皆
得
見
聞
諸
佛
大
會
。
何
以
故
。
是
菩
薩
坐
大
蓮
華
上
。
即

時
足
下
出
百
萬

阿
僧
祗

　
　

光
明
。
照
十
方
阿
鼻
地
獄
等
。
滅
衆
生
苦
惱
。
兩
膝
上
放
若

干
光
明
。
照
十
方

一
切

　
　

畜
生
。
減
除
苦
惱
。
臍
放
若
干
光
明
。
照
十
方

一
切
餓
鬼
。
滅
除
苦
惱
。
左

右
脅
放

　
　
若

干
光
明
。
照
十
方
人
。
安
隱
快
樂
。
兩
手
放
若
干
光
明
。

照
十
方
諸
天
。
阿
脩
羅

　

宮
。
兩
肩
放
若
干
光
明
照
十
方
聲
聞
衆
。
項
放
若
干
光
明
。
照
十
方
辟
支
佛
。

口
放

　

若
干
光
明
。
照
十
方
菩
薩
。
乃
至
住
九
地
者
。
白
毫
放
若
干
光
明
。
照
十
方
得
位
菩

　

薩

。

一
切
摩
宮
隠
蔽
不
現
。
頂
上
放
百
万
阿
僧
祗

三
千
大
千
世
界
微
塵
数
光
明
。
照

　

　
十
方
諸
仏
大
會
。

…
…

　

　
　

(
一
切
世
界

は
皆
悉
く
嚴
淨
し
て
、
皆
諸
佛

の
大
會

を
見
聞
す
る
を
得

た
り
。
何

　

　
を
以
て

の
故

に
。
是

の
菩
薩
大
蓮
華
上

に
坐
し
て
、
即
時

に
足

の
下
よ
り
百
萬
阿
僧

　

　
祗

の
光
明
を
出
だ

し
、
十
方
阿
鼻

地
獄
等
を
照
ら
し
て
、
衆
生

の
苦
惱
を
滅

し
、
兩

　

　
膝

の
上
よ
り

若
干

の
光
明
を

放
ち
、

十
方

一
切

の
畜
生

を
照

ら
し
、

苦
惱
を
滅
除

　

　
し
、

臍
よ
り
若

干
の
光
明
を
放
ち
て
、

十
方

一
切
餓

鬼
を

照
し
て
、
苦
惱

を
滅
除

　

　
し
、
左
右

の
脅
よ
り
若
干

の
光
明
を
放
ち
、
十
方
人
を
照
ら
し
て
安
隱
快
樂
な
ら
し

　

　
め
、
兩
手
よ
り
若

干
の
光
明
を
放
ち
、
十
方

の
諸
天
陪
脩
羅
宮

を
照
ら
し
、
兩
肩

よ

　

　
り
若
干

の
光
明
を

放
ち
て
十
方

の

聲
聞
衆
を
照
し
、
項

よ
り
若

干
の
光
明

を
放

ち

　

　
て
、
十
方

の
辞
支
佛

を
照

ら
し
、

口
よ
り
若
干

の
光
明
を
放

ち
て
、
十
方

の
菩
薩
、

　

　
乃
至
九
地

に
住
す
る
者

を
照

ら
し
、
白
毫

よ
り
若
干

の
光
明
を
放

ち
て
、
十
方

の
位

　

　
を
得

た
る
菩
薩
を
照
ら
し
て
、

一
切

の
魔
宮

は
隠
蔽
せ
ら
れ
て
現
ぜ
ず
。
頂
上

よ
り

　

　
百
万
阿
僧
祗

の
三
千
大
千
世
界
微
塵
数

の
光
明

を
放
ち
て
、
十
方

の
諸
仏

の
大
會

を

　

　
照
ら
す

…
…
)

(
15
)
　
顔
娟
英
茂
前
掲
論

文

(
16
)　
中
国
歴
史
博
物
館

『
山
東
省
青
州
龍

興
寺
出
土
佛
教
石
刻
造
像
精
品
』
　
(
一
九
九

　

　
九
)
青
州
市
博
物
館

編

『
青
州
龍
興
寺
佛
教
造
艨
芸
術
』
　
(
山
東
美
術
出
版
社

一
九

　

　
九
九
)
香
港
芸
術
館

『
山
東
青
州
龍
興
寺
出
土
佛
教
造
像
展
』　
(
香
港
芸
術
館
、
二

　

　
〇
〇

一
)

(
17
)
　

二
〇
〇

二
年

に
朝

日
新

聞
社
主
催

の
朝

臼
敦
煌
研
究
員
派
遣
制
度

に
て
、
調
査
研

　

　
究
し
た
内
容

を
参
考
と
す
る
。

(
18
)
　
樊
錦
詩

・
馬
世
長

「
敦
惶
莫
高
窟
北
朝
石
窟

の
時
代
区
分
し
　
『
中
国
石
窟

　
敦
煌

　

　
莫
高
窟
』

(
平
凡
社
、

一
九
八
〇

)

(
19
)
　
水
野
清

一

「
い
わ
ゆ

る
華
厳
教

主
盧
舎
那
仏

の
立
像

に

つ
い
て
」　

『
中
国

の
仏
教

　

　
美
術
』
　
(
平
凡
社

、

一
九

六
六
)

(
20
)
　
施
萍
婬

・
賀
世
哲

「
関
干
莫
高
窟
四
二
八
窟
的
思
考
」
、
「近
承
中
原

.
遠

接
中
原

　

　
-
莫
高
窟
第
四

二
八
窟
研
究
」　

『
敦
煌

石
窟
芸
術
　
莫

高
窟

四
二
八
窟
』　
(
江
蘇
古

　

　
籍

出
版
社
、

一
九
九
八
)

2a



(
21
)　
敦
煌
研
究
院
編

『敦
煌
石
窟
内
容
総
録
』　
(文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
)

(
22
)　
殷
光
明

「敦
煌
盧
舎
那
法
界
図
研
究
」　
『敦
煌
仏
教
芸
術
文
化
国
際
学
術
研
討
会

　
　
論
文
集
』　
(蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
)

(
23
)

松
本
栄

一
『敦
煌
画
の
研
究
』
一
九
三
七

(24
)　
李
玉
泯

「敦
煌
四
二
八
窟
新
図
像
源
流
考
」　
『故
宮
学
術
季
刊
』
第
一
〇
巻
第
四

　
　
期

(25
)　
頼
鵬
擧

『絲
路
仏
教
出
来
図
像
与
禅
法
』　
(圓
光
佛
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
)

北斉における盧舎那仏信仰の台頭

21



(資 料 一)

a.小 南 海石窟中窟 b.中 窟龕上　題記

(資 料 二)

a.北斉盧舎那仏仏立像 b.北斉盧舎那仏立像



(資 料 三)

a.敦 煌莫高窟第428窟 盧 舎那仏

　　　 (北周　557-580)

b.敦 煌 莫高窟第31窟 盧 舎那仏

　　　 (盛唐　705-780)

(資 料 四)

a.シ ョルチュク壁画舎那仏 b.新疆出土　盧舎那仏

　　(ル ・コック 「Die　Buddhistische　 Spatantike　 in

Mittelasien-Die　 manichaeischen　 Miniaturen」 よ り)



敦煌莫高窟第428窟 盧 舎那仏(北 周557-580)


